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前篇 マルチ ル • マルチ レスの 数々 



一 五 四 七 年 一 月、 一 艘の ポルトガル 商船が 九州の 一 

角に 坐礁して 引 卸しに か、 つて ゐ ると、 丘の 上から 騎 

馬で 蚯け 降りて きた 二人の 日本人が あって、 手拭 を 打 

ち ふり、 その 船に 乗せて くれない かと 叫びた て、 ゐる _ 

四 名の 水夫が ボ ー トを 下し 岸へ 漕ぎ 寄せて 聞いて み 

ると、 事情が あって 追跡 を 受けて ゐる 者で あるが、 か 

うして ゐる うちに も 追手の 者が 来さう であるから、 船 

に 乗せて 一 時の 急 を 救って もら ひたいと いふ 頼みで あ 



る。 

水夫 達 は 当惑した が、 見れば 一 人 はかね て 九州 ヒャ 

マレ ゴ (該当 地 不詳) の 港で 面識の ある 者で あるから、 

とにかく ボ —， ^に 乗せて 本船へ 漕ぎ もどる ことにした。 

ところへ 同じ 丘の 上から 十四 名の 騎馬の 者が 現れて 

みな ごろ 

きて、 二人の 者 を 渡さなければ 鏖殺し にして しま ふと 

いきま 

敦圉 いて 罵り 騒いで ゐる。 そこへ 又 九 名の 者が 龃 けつ 

けて きて、 追手の 数 は 二十 三 名と なった。 

水夫 達 は 驚いて 急ぎ 本船に 漕 戻り、 二人 を 乗せて 印 

度へ 向けて 立 去った。 なかの 一人 を 弥次 郎と 言った。 

この 船の 船長 はかね て 印度の 開教者 フランシスコ • 



「されば さ。 あした 貰 ふ 布施の こと やら 女の ことで も 

考 へて ゐ るの だら うて。 どうせ 碌な こと は考へ をらん 

奴等で な」 と 年老いた 禅僧 は 磊落に 答へ て カラ/ \ と 

笑った。 

サビ ェ ル の 真摯 一 方の 精神に 本来 無 東西の 磊落 は 通 

じる 害がない ので ある。 禅僧 は 己れ の 神 も 苦 業 も 信じ 

てはゐ ない と 断 じ、 仏教の この 大 いなる 不誠実 を 忽ち 

本国へ 報告した。 

豊 後の 国で 深 田 寺の なにがしと いふ 禅僧 はじめ 数名 

の 坊主と 会見した ことがあった。 

深 田 寺 は 禅問答の 要領で、 サ ビエルの 顔 を 熟視し な 



京 幾 地方 を開教 した ビレラが 将軍 足利義 輝に 謁見し 

て 布教の 免許 を 受ける ことができ たの も、 建 仁 寺の 一 

禅僧の 斡旋であった。 

サビ ェ ルも 之に 先立って 中国から 京畿を 廻った が、 

当時 は 戦乱の 最中で、 京都 は 衰微の 極に 達し、 布教 ど 

ころではなかった。 この 道中、 喜捨 はすべ て 貧民に 頒 

ち 与へ、 自分 は ボロ服 を 着て、 野宿 をしたり 食物に も 

事欠きながら、 乞食の やうな 旅行 を つ y けて 説法した。 

熱帯から やって来 たので 特に 寒気に 苦しんで 屢々 発病 

したが、 乗物 を 用 ひず、 ミサの 祭具 を 詰め こんだ ズダ 

袋 を 背負って 歩いた。 欧羅巴に ゐた 頃から 伝道の 生涯 



を かう して 押 通して きたので ある。 諸方で 信者 はでき 

たが、 前途の 隆盛 を 望み 得る とい ふ 程ではなかった。 

ところへ 一 艘の ポルトガル 商船が 豊 後へ 来着して、 

当時 山 口に 布教 中の サ ビエル を 豊 後に 招いた。 

サ ビエル は 招きに 応じて 例の 通りの ボロ 服に ズダ袋 

を 背負 ひ 途中に 発病して フラ /\ と迪 りついた が、 ポ 

ルト ガル 商船の 方で は 六十 三 発の 祝砲 をぶ っぱなし、 

盛装した ポルトガル 商人が 騎馬の 大 行列 をね つて、 彼 

等の 敬愛す る 東洋の 布教 長の 来着 を迎 へた。 一行 は 病 

み衰 へた サ ビエル を 見て 切に 乗馬 をす ゝめ たが、 サビ 

エル は肯 じない ので、 一同 も 馬から 下りて、 聖師の 後 



保護 を 得て、 一 時に 隆盛に 赴いた。 

信 長の 居城 安土に は、 城の 下の 水辺に 壮大な 南蛮 寺 

が 建立され、 有 馬と 並んで セミナ リヨ (神父 を 教師に 

した 洋風の 学校) が 設けられて、 諸国の 青年 貴公子が 

こ ゝに集 ひ、 ラテン語 を 学び、 油絵 を 描き、 西洋の 楽 

器 を かなでた。 

信 長 は 教会の 音楽 を 愛した とい ふが、 後に 切支丹 を 

断 圧した 秀吉も 西洋 音楽 を 愛好して 殿中に 楽士 を 招い 

て 奏せ しめたと いふ ことで、 一般に 切支丹の 祭儀の 荘 

厳、 リタ ニヤの 音調が 人心 を惹 きつけた こと は 甚大で 

あった。 



ある 仏教徒の 大名 は 切支丹であった 息子の 葬儀に 参 

列して その 荘厳な 儀式に 感極まって 落涙、 師父に 深く 

感謝の 意 を 表した と 云 ひ、 ガゴが 山 口へ 来て 降誕 祭の 

祭儀 を 営んだ 時には、 夜半の ミサに 信者 達 は 感動して 

泣いて しまったと 云 ふ。 又 長 崎に 初めて ト ドス. サン 

トス 寺院が できて、 復活祭の 祝 をした 時、 その 聖クヮ 

ルタ (水曜) の 日に、 師父 自ら 十二 名の 貧民の 足 を 洗 

つて キリシ トの 例に 傚 ひ、 つ、 V いて 信者 は 行列 を 組ん 

で ヂシビ リナで 身体 を 打ち 血 を 流しながら 罪 を 悔いる 

誠 を 表 はして 寺院に 繰 込んだ が、 これ を 見る 参詣の 信 

者 達 は 泣き だしてし まった。 



征伐の 計画 をき かせたり、 軍艦 ニ隻の 斡旋 を 頼んだり、 

平服に 着替 へて きて 城内 や 工事 場 を 案内して 説明して 

きかせた。 切支丹 断 圧の 気配な ど 微塵 もなかつ たので 

ある。 

ところが 一 五八 七 年、 九州 征伐の ため 筑前博 多に 出 

向いて ゐ た秀吉 は、 突然 切支丹 教師 追放 を 発令した。 

陰暦 六月 十九 日 深夜の 出来事であった。 

秀吉が 九州 征伐 を 終へ て 博 多へ 来たと き、 従 管長 コ 

せんしょう 

エリ ョは山 口から やって来て 謁見して 戦捷 祝賀の 辞 

を 述べた。 秀吉は 大変 喜んで、 その 答礼に わざ/ \コ 

エリ ョを 船中に 訪問して、 益々 切支丹 を 保護す る こと 



を 約束した。 これが 陰暦 六月 十九 日 昼間の 出来事で あ 

つた。 その 深夜 追放 令が でた ので あるから 青天 霹靂で、 

秀吉 自身 も 昼 のうち は 切支丹 追放な ど 夢想 もし なかつ 

たに 相違ない。 

その 夜、 秀吉は 酒宴 を 催して 大いに 泥酔して ゐ たさ 

うだ。 侍医 兼 侍従の 施薬 院全宗 が 御 相手 を 承って ゐた 

V！ んそ 

が、 酔っ払った 秀吉に 切支丹 を 讒訴して 焚きつ けた。 

秀吉も その 気になって 忽ち 切支丹 教師 追放と いふ こと 

になり、 追放 令 は 酒宴の 席で 書き上げられて 発令され 

たとい ふこと である。 

尤も 一 夜の 気まぐれ にせよ 秀告が 急に その 気になる 



長の 次子 北 畠 信 雄 やその 叔父 織 田 有 楽 斎な ど 有力な 大 

名 も 洗礼 を 受け、 筑前 山門の 城主 田 中 吉政も 洗礼 を受 

けて バルトロメ ョと 名乗り、 家臣 八 百 三十 人 もつ、 V い 

て 信者と なった。 秀吉の 弟 大和 大納言 秀長ゃ 京都の 所 

司 代 前 田 玄以は 信者ではなかった けれども、 切支丹に 

同情して 保護 を 加へ た。 

表面 布教に 従事す る こと はでき なかった が、 口 ドリ 

ゲスゃ オルガン チノ はこの 最中に も 通 辞と いふ 名目で 

大坂 城に 出入 を 許され、 他日 を 期して 秀吉の 怒り を 和 

げる ことに 力めて、 朝鮮 遠征 軍に は 従軍 教師 を 送る こ 

ともで きた。 



さ さ や ま 

従弟と 共に 八 名の 近臣 を 伴って 篠 山から 上洛、 師父と 

共に 殉教 を 覚悟。 内 藤 如 安 も 死 を 決意し、 細 川ガラ 

シャは 就 刑の 衣裳 をつ くって 命の 下る 日 を 待った。 

通 辞の 役で 大坂 城に 出入して ゐた ロドリゲスの 奔走 

で 石 田 三 成 を 動かす ことができ、 その 斡旋に よって、 

切支丹 全体の 問題から イス パ ニヤ 人 を 主と する 逮捕 令 

に 変更。 マニラから 来た 教師の み を 死刑と 決定。 

ペトロ. バ プチ スタ 神父、 御 昇天の マルチン 神父 等 

フランシス 力 ン 六 名、 ほか に 日本人 信徒 パ ゥロ三 木 を 

はじめと して 十八 名、 合せて 二十 四 名 逮捕。 十二 歳の 

少年 ルド ビコ、 十三 歳の アン トニ ョ、 十四 歳の トマス 



等 も 加 はって ゐた。 

彼等 は 京都で 耳 を截り そがれ、 京、 大阪、 堺の街 を 

引 廻され た 上、 長 崎へ 護送。 この 途中、 京都の 大工で 

洗礼名 をカュ ー ス、 同じく 京都の 信者で 洗礼名 をぺト 

口と よぶ 二 名の 者が 護送の 一 行と 共に 殉教 を 志願、 合 

計 二十 六 名と なり、 一 五 九 七 年 二月 五日、 長 崎 立山の 

海に ひらかれた 丘の 上で クルスに かけられて 突 殺され 

た。 

ペトロ. バ プチ スタは 謝恩 歌を唱 へ、 槍の穂先が 腋 

下に 突き刺さる 時、 ゼ スス. マリヤと 叫び、 少年 アン 

トニ ョは 聖母 讃美歌 を唱 へ、 槍 を 受けて 後に、 ゼ スス- 



なかった が、 秀吉の 断 圧 をき つかけ にして、 地方の 諸 

侯に 部分的な 迫害が 行 はれ、 殉教者が 現 はれ はじめた。 

加 藤 清 正 は 領内の 切支丹に 改宗 を 命じて、 法華経 頂 

戴の 誓 をな さしめ、 転宗を 拒絶した ヨハネ 南 五郎 左衛 

門と シ モン 竹 田 五兵衛 は 斬首。 ヨハネの 母 ヨハンナ、 

妻 マグダレナ、 養子 ルイス (七 歳)、 シ モンの 妻 イネス 

は 磔 にか けられて 殉教した。 

マグダレナ は 第一 の 突きが 外れて 頭巾が 落ち、 両眼 

を 覆 ふて しまったので、 その 時まで キリシ トの 御名 を 

呼んで ゐ たが、 このと き、 天が 見え ませぬ、 と 言った。 

イネスの 順番が 来たと き、 マグダレナの 殉教に 感動し 



のコレ ヂョの 祭壇の 下へ 安置され たが、 ヨハネと シモ 

ンの首 だけ は 手に入れる ことができなかった。 

つ ^ いて 肥 後の 切支丹の 柱石だった 三人の 慈悲 役が 

四 年間の 責 苦の 後に 斬首され ( 一 六 〇 九 年) 十二の ト 

マスと 六つの ペトロが、 今 殺さ れた 父親の 血潮の 上で 

斬首され たが、 六つの ペトロが 怯え も 見せずに 血 海の 

中に 跪いて 小さな 首 を さしのべ たので、 三人の 刑吏 は 

斬る こと を 拒み、 居 合せた 非人が 斬首の 役 を 引受けて 

ペトロの 首に 三 撃 を 加へ ての ちに 殺す ことができた。 

清 正の 命に よって 切支丹の 逮捕 処刑 を 司り、 最も 残 

やつし ろ 

酷な 迫害 を 辞さなかった 八 代の 奉行 角 左衛門 は、 処刑 



を 終へ て 槍 を 返しに 来た 役人に、 自分 は 今日から この 

槍 を もつ 資格が ないやうな 気がする と 言 つて ゐ たが、 

やがて、 切支丹に はならなかった が、 手に かけた 殉教 

者 達 を 讃美し、 その 行蹟を 世に 伝へ た。 

毛利領 では、 その 重臣、 i 州 三 入の 城主 メル キ オル 

熊 谷豊前 守が 一 族 臣下 百 余 名と 共に 殉教。 同じく 山 口 

で 神父の 代理 をつ とめて ゐた 切支丹の 中心人物、 盲人 

の 琵琶 法師 ダ ミ ヤンが 殉教した。 

切支丹の 熱心な 信者で その 領土に コ レジ ョゃ セミナ 

リヨ や 多くの 神父 を 保護して ゐた ドン • ヨハネ 有馬晴 

信 は、 政治 上の 失敗から 息子の ドン. ミカ エル 直 純に 



訴人され て 斬首され、 ドン. ミカ エル は棄教 して 最も 

おもだ 

惨 忍な 迫害 を はじめ、 信者の 重立つ 人々 を 追放し、 ミ 

力 エル 伊東、 マシ ヤス 小巿、 レオ 北 喜 左 衛門等 は 斬首 

され、 レオ は 上意 打に よって 突然 首 を 刎ねられ たが、 

切支丹の 正しい 死に 方 をす るた めに、 斬られて のちに 

腰の 刀 を 抜きと つて 遠くへ 投げす て、、 こ とぎれた。 

薩摩 にも 迫害が 起って、 レオ 七 右衛門 は 片手に ロザ リ 

ォを 片手に 聖母の 油絵 を 捧げて 首 を 刎ねられて 殉教し 

た。 

家康も 漸次 迫害 を 見せ はじめて、 先づ 直参の 切支丹 

を 追放し (一六 一 二 年) 大奥に 仕へ て ゐたジ ユリ ャぉ 



オランダが 正式に 日本と 通商 を 開始した の は 一 六 〇 

九 年であった。 

同じ年、 前 フィリッピ ン 総督 ドン • ロドリゴ ニァ - 

ビべ 口 • ィ . ベ ラス コは新 イス パ ニヤ (メキシコ) へ 

赴く ために マニラ を 出帆した が、 難破して 日本に 漂着、 

家康の 手厚い もてなし を 受けた。 

すん ぷ 

ビベロ は 駿府に 於て 家康に 謁見した が、 家 康はニ 段 

から 成る 台の 上に 坐り、 その 四 歩 前に 金 張の 衝立が あ 

つて、 ビベロ は その 陰に 坐った。 家康は 六十ぐ らゐ で、 

中背で ふとって ゐた。 顔の 色 は それ 以前に 謁見した 秀 

忠 に比べる と 余程 褐色が 薄く、 白 味 を 帯びて、 どこと 



家康 はこの 請願に 応じなかった。 

一六 一 一年、 新 イス パ ニヤの 大使 ドン • ヌー ニョ - 

デ • ソ トヌョ ー ルが フランシスコ 会の ソ テロ を 伴って 

来朝、 日本の 海辺 測量の 許可 を 受けた。 

御 忠節の オランダ 人 はこれ を 知って 勇みた ち、 新ィ 

スパ ニヤに せよ ル ソンに せよ イス パ ニヤ 人が 測量した 

土地 は、 いづれ もやが て イス パ ニヤの 領土と なった と 

説き ふせ、 日本の 海辺 を 測量した イス パ ニヤ 及び その 

同腹た る ポルトガル は 切支丹 を 利用して 国土 を 奪 ふ も 

ので ある こと を 家康に 信じさせた。 

家康は オランダとの 通商 開始 後、 切支丹 を 断 圧して 



翌年 三月、 七十 一名の 身分 ある 信徒が 津 軽へ 追放 さ 

れた。 

こゝに 切支丹 は 全く 禁令され、 これより 約 三十 年、 

切支丹の 最後の 一 人に 至る まで 徹底的な 探索 迫害が く 

りひら かれ、 海外から は 之に 応じて 死 を 覚悟して 潜入 

する 神父 達の 執拗 極まる 情熱と、 之を迎 へて 殲滅 殺戮 

最後の 一 滴の 血潮まで 飽 くこと を 知らぬ 情熱と、 遊ぶ 

子供の 情熱に 似た 単調 さで、 同じ 致命 をく りかへ す。 

一六 一 五 年 (追放の 翌年) イタ リャ 人の 伴天連 ァダ 

ミ、 ポルトガル 人 伴天連 コゥ ロス、 イタ リャ人 伴天連 



ゾラ、 その 随員 日本人 入満 ガス パル 定松、 ポルトガル 

人 伴天連 パ セォ、 日本人 入満シ モン • ェ ンポ、 ポルト 

ガル 人 伴天連 コス タ、 その 随員 日本人 入 満山 本 デォニ 

ソ、 ポルトガル 人 バルレ ト、 日本人 ニコラス. スクナ 

ガ • ケ イアン、 いづれ も 天 川へ いったん 追放され ての 

ち、 引返して 日本に 潜入。 

ァダミ は 潜入 後 十九 年間 潜伏 布教、 一 六 三 三年 長 崎 

で 穴つ るし。 コゥ ロス は 潜入 後 二十 年 潜伏 布教、 捜査 

に 追 はれて 田舎 小屋で 行き倒れ。 パセォ は 一六 二 六 年 

長 崎で 火 あぶり。 ゾラと ガス パ ル定松 は 肥 前 肥 後に 潜 

伏 布教、 一六 二 六 年 島 原で 捕 はれて 長 崎で 火 あぶり。 



シ モン • ェンポ は 一 六 二三 年 江戸 芝で 火 あぶり。 コス 

タと山 本デォ ニソは 中国に 潜伏 布教、 一 六 三 三年 周 防 

で 捕 はれて、 コスタ は 長 崎で 穴つ るし、 山 本 は 小 倉で 

火 あぶり。 バルレ トは 一 六 二 〇 年 江戸 附近で 衰弱の 極 

行き倒れた。 

一 六 一 六 年。 ポルトガル 人 伴天連 デォゴ • 力 ルバ 

リヨ、 日本人 伴天連 シス ト • トク ゥン 潜入。 

デォゴ は 奥 羽に 潜入 布教して 蝦夷にまで 進んだ が、 

一六 二 四 年、 仙 台 領の下 嵐 江 鉱山で 坑夫 信徒 六十 名と 

共に 捕 へられ、 仙 台へ 送られて、 二月 十八 日の 厳寒、 

広 瀬川畔 へ 水 溜 を 掘り 杭 を 打ち ^ 」 ん だ 処刑 場 へ 縛りつ 



と 叫びつ y けて ゐた。 

二番目 は アン トニ ョ佐 左衛 門で、 三番 目 は マチ ヤス 

正 太夫。 神父 は 彼が まだ 生きて ゐ ると 思って ゐて声 を 

こと さ 

かけた が、 二度 呼んで、 繂 切れて ゐる ことが 分った。 

つ、 V いて アンデレ ャニ 右衛門、 マチ ヤス 孫 兵衛、 マチ 

ヤス 太郎 右衛門が 順次に 息 絶えて、 神父 はすべ ての 信 

徒た ちが 繂 切れる の を 見と どけた。 彼 は 夜半まで 生き 

てゐ た。 すべての 信徒が 死んで 後 は、 動かなかった し、 

喋らなかった。 

日本人 伴天連 シ スト • トク ゥンは 長 崎で 穴つ るし。 

一六 一七 年。 ペトロ 三甫、 ミゲル 春甫、 アン トニ ョ 



ひろ 

死体 は棺に 入れて 三十 尋の 海底に 沈められた。 信徒 

達 は 二 ヶ月 探した が 無効であった。 六 ヶ月 目に 一 つの 

棺 のみ 浮き 上って 海辺へ あげられ たので、 屍体 は ひそ 

かに 本国へ 送られた。 

この 殉教 は マニラに 伝 はり、 彼の地の 信徒に 大きな 

感動 を ひきおこした。 必要ならば 尚 多くの 致命 人 を 送 

らうと、 七 人の 神父が 潜入 を 決意。 一 六 一 八 年、 商人 

に扮 して 潜入。 

オル スッチと ジ ュ アンの 二人 は 上陸 後 直ちに 朝鮮人 

信徒 コスモ 竹屋の 家で 捕 はれ、 五 年在牢 して、 火 あぶ 

- 1 o 



れ たが、 先頭と 最後の 二つの 車が 男と 子供で、 ほかの 

車 は 全部 女と 乳 飲 児であった。 大仏殿と 向き合って ゐ 

る 加 茂 川 ベリに 火刑の 柱が 立ち並び、 少し 離れて 社が 

あった。 

火の手が あがる と、 祈念の 声 は 煙の 中で 大きな ひと 

かたまりの 歌と なった。 テ クラの 娘 カタリナ は 「お 母 

さん、 もう 目が 見えない」 と 叫び、 母親 は 小さな ルシ 

ャを 胸に しっかと 抱いて ゐ たが、 必死に 娘の 方 を 向い 

て 「マリヤ 様に お 願 ひなさい」 と 叫びつ y けた。 テク 

ラは 余りし つかと 小さな ルシャ を 抱きしめて ゐ たので 

死後、 その 胸から 幼女の 屍体 を 離す ことができ なかつ 



れて長 崎で 火 あぶり。 平 山 常 陳も火 あぶり。 ほかに 累 

連 者 十一 一名 は 首 を 斬られた。 

一六 ニー 年。 天 川から 兵士に 扮 して 潜入した 三人の 

ゼス イトが あり、 カストロ は 肥 後島 原に 潜伏 布教して 

一六 二 六 年 島 原 山中で 行き倒れ。 コン スタン ッォは 五 

タビラ 

島で 捕 はれて 一六 ニニ 年 田 平で 火 あぶり。 ボル セスは 

一 六 三 三年 長 崎で 穴つ るし。 

ヮス ケス、 カス テレ ド、 ミゲル. カルバリョの 三 名 

は交趾 商人、 マニラ 人、 ポルトガル 兵士に 扮 して 潜入。 

交趾 商人に 扮 してきた ヮス ケスは 東洋 的な 容貌で あつ 

たと 見えて、 後に は 日本の 武士に 扮 して 牢 内に 忍び入 



り、 とら はれの 信者 を 慰問。 カルバリョ と共に 一六 二 

四 年 火 あぶり。 カス テレド も 一六 二 四 年 捕 はれて 火 あ 

、、ヽ . ） - o 

J リ 

はせ くら 

一六 ニニ 年。 嘗て 支 倉 六 右衛門 を 口 ー マへ 伴 ふた 伴 

天連ソ テロ は 日本人 入満 ルイス 笹 田を随 へて 潜入、 直 

ちに 捕 へられて、 二人共に 火 あぶり。 

この 年の 九月 十日に、 長 崎 立山で 五十 五 人の 殉教が 

あった。 三十 名の 日本人 信徒が 斬首され、 次に 二十 五 

名の 外人 及び 日本人の 聖職者が 火刑に なった。 

出来るだけ 苦痛 を 長く する ために 薪 は 柱から 遠ざけ 

られ、 時々 水 を かけて 火勢 を 弱め、 又 絶望の 誘惑に 曝 



も 火 あぶり。 ゴ メス は 江戸で 穴つ るし。 カブ リエル は 

一六 三 二 年 捕 へられて 殺され 方 は 不明。 ルカ スは長 崎 

で 穴つ るし。 エル キシャ 同じく 長 崎で 穴つ るし。 ベル 

トラ ンは 一六 二 六 年 癩病 小屋に 潜伏 中 逮捕。 その 宿主 

で マルタと いふ 癩病 女 は 神父の 捕 はれた の を 見て 自分 

も 共に 捕 はれて 処刑され る こと を 願った が、 許されず。 

マルタ は 天に 向って、 自分 をパ アデ レ 様より 離し 給 ふ 

なと 叫び つ、 神父に 鎚 りっかう としたが 手先 はなく、 

之 を 必死に 追ひ鎚 つたが 足 先はなかった。 ラウダ ァ 

ト. ドウ ヌム、 その他 日本語の オラショ を唱 へ、 パァ 

デレ 様と 離し 給 ふなと 叫び 追 ひ、 離れ 去る 気配がない 



ので、 ベルトラン 神父 は 火 あぶり。 マルタ ほか 二人の 

癩病 者 は 打 首。 

もん ど 

この 年、 江戸で 原 主 水 はじめ 五十 名、 芝で 火 あぶり。 

つ、 V いて、 その 妻子 二十 六 名、 同処で 火 あぶり。 

一六 二 九 年。 日本人の 伴天連が 四 人、 故国へ 潜入。 

トメ 六 左 衛門は 一 六 三 三年 長 崎 附近で 行き倒れ。 ミゲ 

ル益田 は 江戸で 穴つ るし。 ペトロ. カツ スィも 同じく 

きんつ ば 

江戸で 穴つ るし。 四 人目の トメ ィ次兵 衛は金 鍔 次兵衛 

しょ ラどラ 

(又は 次 太夫と も 云 ふ) の 名に よって 当時 天下 を聳動 

させた 人物で、 神出鬼没 を 極め、 切支丹 伴天連の 妖術 

使 ひと 信じられて、 九州 諸 大名の 軍勢 数万 人を飜 弄し 



た。 

うねめ 

トメ ィは 潜入 後、 長 崎 奉行 竹中采 女の 馬 廻り 役に 入 

込んで、 自由に 役所 牢屋に 出入す る ことができ、 大村 

じゅ-つろ ラ 

に 入牢して ゐた ァゴス チノ 会の グ チェ レス 神父と 連 

絡して、 給金 を さいて 給養し、 通信 を 運んだ。 一 六 三 

ニ年グ チェ レス 刑死の 後 は、 ァゴス チノ 会の 教師が 絶 

えたので、 トメ ィは 独力 信徒の 世話に つとめ、 隠れて 

巿内 近郷の 信者 を 訪ねて、 慰問し、 告白 をき いた。 嗅 

ぎつ けられて 露顕した の は 一 六 三 三年 秋であった。 

露顕、 逃亡す る や、 大村領 戸根の 塩 釜 師が彼 を 山中 

にかく まって ゐ ると いふ 密告が あり、 大村 藩で は 家老 



ので 合印し をつ くり、 佐 賀勢は 藁の 占緦、 平 戸 勢は大 

小の 鞘に 白紙 三つ 巻、 島 原 勢 は 左の 袖に 白紙、 大村勢 

は 背 三 縫に 隈取 紙 をつ けた。 各 勢 は 列 を 定めて 出歩く 

刻限 をき め、 夕暮 になる と 合図して 押 止り、 その 場所 

に 篝火を 焚いて 交替で 不寝番 を 置いた。 

かう いふ 騒ぎ を 三十 七日 間つ、 V けて、 たった 一人の 

トメ ィ次兵 衛を追 ひ 廻した が、 労して 効な く、 この 時 

すでに トメ ィは 江戸へ 逐電して、 将軍家のお 小姓 組の 

間 を 伝道して 廻って ゐた。 

布教の 結果 次第に 感化が 及んで、 信者 も 多くな リ、 

役人に 嗅ぎつ けられて きたので、 再び 長 崎へ 舞 ひ 戻り、 



四 郎時貞 とい ふ 十六 歳の 少年 を 天人に 担ぎ あげて、 事 

を 起さう とい ふ 謀 主た ちの 談合であった。 

かう いふ 陰謀が あると ころへ、 百姓一揆が 起った。 

ほしいまま 

教会の 記録に よれば、 島 原の 領主が 暴政 を 擅 に 

して 人民 を窘 け、 年貢の 外に あらゆる 名目 をつ けて 

重税 を 課し、 之に 応じない 者 は 厳罰に 処し、 或 ひ は 妻 

女 を 捕へ て水責 にす る 習 はしで あつたが、 こ ゝに平 右 

衛 門と いふ 百姓が あって、 やっぱり 税の 一一 一一 n ひが、 リか 

ら 美人の 娘 を 召 捕られ、 水 貴の 上、 裸体で 杭に いまし 

たいまつ 

めら れて、 松明の 火で 焼かれた から、 平 右衛門 は 狂気 

の 如くな り、 日頃の 圧政に 堪へ かねて 加勢した 村人と 



謀反 人 三 万 七 千の 軍勢 は 殲滅せられ、 生き残った 女 

子供 は 三日に わたって 全部 斬殺され た。 松 平 伊豆守の 

あまつ さ 

子、 輝 綱の 日記 「剰 へ 童女 二 至 ルマデ 死 ヲ喜ビ 斬罪 

ヲ 蒙ル。 是レ 平生 人心 ノ至ス 所 二 非ズ。 彼ノ 宗門 浸々 

タル 所以 ナリ」 然し、 武器 をと つて 反抗した かどに よ 

つて、 この 数万の 死 は 殉教と は 認められて ゐ ない。 

島 原の 乱の 結果 は 鎖国が 施行せられ、 切支丹の 迫害 

は 又 その 絶頂 をき はめた。 かくて 全国の 切支丹 は 急速 

に その 終 減に 近づいた が、 外国 教師の 潜入 は 尚つ、 V い 

た。 

一 六 三 七 年。 イタ リャ人 マルセ 口 . フランシスコ - 



マストリリ 潜入。 

彼 は 故国 イタ リャに 於て、 血 を 以て 日本 潜入 を 決意 _ 

直接 将軍に 面接して 説法の 覚悟 を かため、 数年に わた 

つて 渡来 を 計画、 イス パ ニヤ 国王の 援助 を 得て ゴァに 

渡り、 遂に 単独 日本に 潜入、 薩 摩に 上陸して 日向の 沿 

岸 を 伝 ひ 江戸へ と 志した が、 日向の 櫛の 津で捕 へられ 

た。 

二百 人の 警衛 づきで 長 崎へ 引立てられ、 水責の 後、 

やき ごて 

梯子 責で 失神、 三日 目に 焼鏝。 十月 十四日 刑場へ 引き 

だされた が、 途中 説法ので きない やうに 口に 詰物 を か 

まされ、 頭の 右 半分 を 剃って 左 半分 は 赤く 彩色し、 膝 



直ちに 怪しまれて 捕 へられ、 長 崎へ 送られ、 更に 江戸 

小石 川の 切支丹 屋敷へ 移された。 こゝで 様々 の 拷問、 

誘惑 を 受けて、 全員 残らず 背教した。 

この 潜入 は 六十 余 年後に 行 はれた ョ ワン • シロ— テ 

の 例外的な 潜入 を 除いて、 日本 切支丹 史の 最後 をな し 

た 潜入で あつたが、 この 時まで 一人の 棄教者 も 出さな 

かった 潜入 教師 も、 最後に 至って 全員 残らず ころんで 

しまった。 

この 一行の 長、 ペトロ. マルケス はこ ろんでの ち 十 

五 年生き のびて 八十 歳で 永眠。 アロンゾ は 一 度 ころび、 

後に 立直って 死んだ。 フランシスコ. カツ サロは 切 支 



丹 屋敷の 独房へ 女と 一 緒に 入れて おかれ 誘惑に 負けて 

ころび、 いくばくもなく 永眠。 ジュ セッぺ • キャラ は 

我国で ジ ヨゼフ. コゥ 口と 呼ばれ、 ころんで 後 は 岡 本 

三 右衛門と いふ 日本 名 を 貰って、 宗門 改 役の 御用 をつ 

とめ、 四十 二 年後 八十 四 歳で 永眠した。 小石 川 無量 院 

に 葬られて、 戒名 は 入 専浄真 信士。 日本人 ィ ルマンの 

ビエイラ は その 本名 は 不明で あるが、 棄教 して 妻を娶 

リ、 切支丹 屋敷に 住んで 南甫 とい ふ 名で 呼ばれて ゐた 

が、 一 六 七 八 年、 七十 九 歳で 永眠。 同じく 小石 川 無量 

院に 葬られて、 大変 いかめしい 戒名 を 貰 ひ、 正 誉順帰 

禅定 門と 云 ふ。 



後篇 ョ ワン. シロ— テの 殉教 



その 一 船出 

一 七 〇 三年 春の 初め ゼ ノアの 港 を 旅立つ 一 団の 僧侶 

があった。 

その 首長 は アン テオ キヤの 総 司教 トマス • トウル ノ 

ンと云 ひ、 教皇 クレメント 十一 世の 特派 使節と して 北 



京に 赴く 人であった。 

この 一 行に 加 はって 船出した 一 人に、 ジョ ヷンニ • 

バッチ スタ . シドチ とよぶ 筋骨 逞しい 僧侶が あった。 

この 人の みは 途中 一行に 別れて、 単身 日本に 潜入 を 志 

して ゐ るので あった。 

シドチ はシシ リャの パレルモに 生れ、 貴族の 子弟で 

あつたが、 羅 馬に 学んで、 枢機 官 フェル ラリの 知遇 を 

受け、 年若く して 重要な 聖職に ついた 人で ある。 

少年の 頃から 日本 潜入の 夢 をいだ いて、 コ— ムで日 

本の 古い 書物 を 見つけ、 その 時から 日本語の 独習 を始 

めた。 天 正 年間 宣教師に よって 印刷術が 伝 へられて 天 



がち 不可能で はない。 

即ち シドチ の 潜入に 先立つ 六十 余 年、 島 原の 乱の 年 

に 長 崎で 殉教した マルセ 口 . フランシスコ • マス トリ 

リと いふ 神父が あった。 

この 人 は 日本 潜入の 神父のう ちで は 特異の 人で、 即 

マカオ 

ち マストリリ を 除く 潜入 教師が すべ て 天 川 や マニラに 

於て、 計画 を 立て、 潜入 後 は 潜伏の 信徒と 連絡して 潜 

伏 布教 を 志して きたのに 対し、 マストリリの みは 本国 

に 於て 日本 潜入 を 決意し、 潜伏 布教 を 問題と せず、 直 

接 江戸へ 上って 将軍に 直談判し、 布教の 公許 を もとめ 

るた めに 潜入した。 



当時の 日本の 国情で は 乱暴 極まる 計画で、 将軍に 会 

はない うちに 命 を 落して しま ふ のが 当然す ぎる 筋 書 だ 

つたが、 拷問 刑死 は 覚悟の ことで、 ただ 日本 開 教者フ 

ラン シスコ . サ ビエルの 遺志 を 継ぐ こと だけが 一 途の 

念願であった。 

マストリリが 日本 潜入 を 志す に 至った の は、 瀕死の 

病中に サ ビエルの 幻覚 をみ て 日本 潜入 を 約束し、 忽然 

平癒した からであった。 

即ち、 一六 三 三年の こと、 ナポリの 府知事が 聖母 無 

原始 胎胆礼 を 執行しょう として マストリリに 祭式の 補 

助 を 頼んだ。 そこで 彼 は 工人に 命じて 祭壇の 装飾 を 指 



図して ゐ たが、 壁ェの 一人が 重さ 二 斤の 鉄槌 を 落して、 

下に ゐた マストリリの 右 額 部に 命中。 マストリリ は そ 

の 場に 嘔吐、 昏倒し、 早速 収容 手当 をした が、 二日 目 

に は 邪 熱 を 発し、 眼 は 一 所 を 注視して 動か なくなり、 

手足の 筋 は 硬直す るし、 胃 は 食餌 を 受け なくなり、 精 

神 錯乱 を 見る に 至って、 医者 も 全く 全快 を 断念して し 

まった。 

然るに マストリリ はこの 危篤の 病床で フラン シ ス 

コ • サ ビエルの 幻覚 を 見つ > け てゐ た。 サ ビエル は 夜 

昼と なく 白衣 を 纏 ふて 現 はれて きて、 看護 慰問し、 聖 

体 受領 も 終って 愈 死 を 待つ ばかりと いふと きに、 光 



彩 を 放ちながら 病床に 立ち 現 はれて、 日本に 渡って 天 

そそ 

主の ために その 生血 を 灑ぐ誓 を 立てるなら 病気 は 平癒 

する であらう と 言った。 マストリリ は 命 を 捨てて 教法 

を 護る こと を 誓 ひ、 国土、 肉 身、 その他 一切の 日本 潜 

入 を 妨げる と - J ろの 愛惜 物を棄 絶す る 祈誓 を 立 てた。 

このと き マストリリ は 突如と して 危篤の 病床から 平 

癒した。 いきなり 起 上って、 腹が へった から 肉 を 食 は 

せて くれと 言った。 看護の 連中 は 驚いた が、 瀕死の 病 

人の 言 ふ こと だし、 長い マ J と 流動物 も 摂れな い 状態に 

ゐ たの だから、 どうせ 死ぬなら 望み を かなへ させて 死 

なせようと いふ わけで、 肉 を 細 切に して 与へ た。 と、 



マストリリ は 人々 の 心配 を嗤 ひながら、 忽ち ム 

シャ- (^と 平らげて みせた。 一 日のう ちに 平癒して し 

まった ので ある。 

これが 彼の 一生の 最初の 奇蹟で、 これから 以後と い 

ふ もの は 長 崎で 命 を 断つ まで 実に 至る所で 奇蹟 を 起し 

た。 印度で、 日本で、 又 船中で、 彼の 現れる 所 奇蹟の 

起らざる なしと いふ 有様で、 噴き だした くなる やうな 

のが あり、 信用し かねる もの、 方が 多い の だが、 かう 

いふ 数々 の 奇蹟が 疑 はれ もせず 語り 伝 へられる に 至つ 

たとい ふの も、 サ ビエルの 幻 を 見て 危篤の 病床から 忽 

然 平癒した とい ふの が 動かしが たい 事実であって、 ま 



の あたり 人々 を 吃驚 させた からで はない かと 思 はれる。 

平癒 後 も 折に ふれて サ ビエルの 幻 を 見た。 遂に サビ 

エルの フランシスコ を 自分に 冠して、 マルセ 口. フラ 

ン シスコと 名乗り、 一 途に 日本 潜入 を 念願して 日夜 焦 

躁 のうち、 これ も 例の 忽然 平癒 一件で 度胆 をぬ かれ 尊 

敬の 念 を 起した イス パ ニヤ 皇帝 皇后の 援助 を 受ける こ 

と、 なり、 愈 日本 潜入 を 遂行。 一足 旅路に か、 るより 

忽ち 奇蹟 を 起し はじめる。 

先づ 彼が ゴァへ 一 足 かける より、 メリャ ポルトの サ 

ン • トマスの 祠 堂の 十字架から 汗の やうに 鮮血が 流れ 

はじめて 二十 四時 間つ V き、 おまけに 下の 方から 上へ 



と 流れて 数枚の ハンケ チ でも 拭き、 れ ない 程であった。 

又、 折し も ゴァの キリシ トの 像が 突然 パッチ リと眼 を 

ひらき、 日本の 方角 を 睨み はじめて、 彼の 行 先 を 示し 

てゐる やうであった。 

ゴァ にはサ ビエルの 墓が あった。 

マストリリ は 日本 潜入 を 決意 以来、 印度 を 通過す る 

時には 何とかして サ ビエルの 遺体 を 一見し、 手 を 触れ 

てみたい と 牢固た る 宿願 を かけて ゐた。 とはいへ 聖者 

の柩を あばく とい ふ 事が 出来る もので はない から、 そ 

こで 本国に ゐる うちから 用意周到に 企らん で、 イス パ 

一 一 ャ 皇后 をた き つけて サビ ェ ル の 墓 へ 寄進の 品々 を ザ J 



威 あ つ て猛 からざる の 顔色 也と ある。 

マニラから 日本へ 渡る 航海で は、 暴風と 海賊船に 苦 

しめられ たが、 その都度 奇蹟が 起って 救 はれた。 これ 

は 妖魔の 妨げで あつたと マストリリ 自ら 本国へ 報告し 

てゐ るので あるから、 これく らゐ 確かな 話 は先づ ない 

やうな ものであるが、 然し 思 ふに マストリリ は 山師で 

はなかった ので あらう。 彼 自身 は これらの 奇蹟 を 実際 

経験し つ > けてゐ たので あらう と 思 はれる。 

だいたい 日本 潜入 を 決意す るに 至った 瀕死の 大病と 

いふの が、 抑々 頭部の 打撲傷から 始 つたので ある。 病 

中 精神 錯乱した とい ふこと であるし、 潜入の 決意 も忽 



幻覚 を 見つ V けて ゐ たのであった。 

一 六 三 七 年 九月 十九 日、 薩 摩の 一 角に 上陸。 上陸に 

当って アンドレ 籠手 田と いふ 信徒と 連絡した が、 この 

人 はこの ために 捕 はれて 刑死した。 

マストリリ は ひとり 陸路 江戸 を 指して 日向の 浜辺 を 

進む 途中、 林の 中で 焚火 中に 捕 はれた。 

長 崎へ 送られて 馬場 三 郎左衛 門の 取調べ を 受け、 水 

責、 梯子 責の 拷問 を 受けて 失神、 三日 目に 引出されて 

今度 は 焼鏝の 拷問、 棄教を 迫られて 屈せず、 十月 十四 

日 処刑と 決し、 口中に 詰物 をして 途中 説法 や 祈りので 

きない やうに し、 頭の 右 半分 を 剃り、 左 半分 は 赤く 彩 



て 額の 汗 をぬ ぐった とい ふ。 穴に 吊されて 五日 目 は 町 

の 祭礼に 当って ゐて 罪人の 死 一 等 を 減じる ことにな つ 

てゐ るので、 四日 目に 引出して 斬首す る ことにな つた 

が、 切れ ども 切れず、 刀が 折れ、 マストリリの 祈りが 

終っての ち 彼の 励ましの 言葉 を 受けて 刀 を振リ 降した 

ところ 一刀の もとに 首が 落ちた とい ふ。 この 時 地 は 震 

ひ、 天 は 忽ち 黒雲 を 起し、 又 その 屍体 を 焼いた 日 は、 

俄に 大風が 吹 起った にも拘らず、 煙が まっすぐ 天へ 昇 

つた。 

マストリリの 殉教が マニラ や 天 川へ 伝 はると 共に か 

う い ふ 伝説が 流布した。 やが て ， J の 伝説が 日本 へ 逆輸 



府が 三十 年 もかゝ つて 発明した 方法な ので ある。 

マストリリの 処刑から 六 年 目に 教師 五 人 従者 五 人 合 

計 十 名の 潜入が あった。 ジ ヨゼフ . コゥロ 岡 本 三右衛 

門 こと ジュセ ッぺ. キャラの 一行で、 記録に 残る 日本 

最後の (シ ドチを 除いて) 潜入で あり、 この 時までの 

潜入 教師に 一人の 棄教者 もなかつ たのに、 この 時ば か 

り は 十 人 一 時に 背教した とい ふ 異例の 潜入 椿事で あつ 

た。 

井上 筑後守 を 始め 日本の 当事者が マストリリの 伝説 

にどん なに 業 を 煮やし 大腹 立て、 ゐ たかと いふと、 

ジ ヨゼフ . コゥロ 一 行の 棄教 誓約書の 中にまで 天 川に 



流布した マストリリの 伝説 を 持ち だしてき て 「右の 通 

り、 天 川に て 偽 申す を 実と 存じ 此方へ 渡り 承り 候へば、 

これな く 

右の 通に て 無 之、 マルセ イロ 吊され、 穴の 中に て 泣き 

わめき 苦しみ 相 果て 候 由 を 承り、 伴天連 も 驚き 申 候」 

云々 とい ふ 一札 をと つた。 この 糾問の 条文に よると、 

この 一 札 を 入れない 限り 勘弁 まかりならぬと いふ 決意 

の 程が うかが はれ 「斯様の 誑り にあ ひ 日本に 渡り 候 

四 人の 伴天連 同宿 共 第一 のた わけ 者、 異国 にても 人に 

勝れた るた わけ 者 ゆ ゑ、 此の 如くに 候 儀 は 日本 国 御名 

誉 誰か 是を 論ぜん や。 若し 是を 偽と 申し 候 は V、 三 右 

衛門を 始め 入 満寿庵 トナト 白状いた させ 申すべく 候」 



もとめよ うとの 潜入 は、 開 教者サ ビエルに ついで は、 

マストリリ、 シドチ の 二人が あるの みだった。 

シドチ が 日本 潜入の 公許 を 教皇に 願 ひで たと き、 そ 

の師 たる 人、 教皇 だか 枢機 官 だか 分らない が、 シドチ 

に 向って、 日本 はっとに 切支丹 を 国禁し、 国禁 を 犯し 

て 潜入した 教師 達 は ほ > 百 名に も 及んだ が 一 人と して 

生きて 帰って来た 者がない。 今 また 足下が 潜入して、 

幸に も その 使命が 果 されて 布教の 公許 を 受ける ことが 

出来れば いいが、 許されず、 捕 はれの 身と なる 時 は、 

日本の 国法に よって 裁かれる より 仕方がない。 国に 入 

つて は その 国法に 従 ふべき もので、 斬首 を もって 望ま 



と 言って ゐる。 渡航の 船す らも 求めが たい 国へ でかけ 

て 帰る ベ き 船 を 予定す る こと はもと より 出来 得べ きこ 

とで はない。 

彼の 唯 やむべからざる 念願 は、 とにかく 日本へ 潜入 

して、 全滅した 切支丹 を 再興すべく その為し 得る 全て 

の 努力 だけ はして みたい とい ふこと であった。 

渡航の 機会 をう か y ふうち、 アン テオ キヤの 総 司教 

トマス. トゥルノンが 教皇の 特派 使節と して 北京に 赴 

くこと を 知り、 彼 も 亦 日本 潜入 を 教皇に 願 ひで、、 同 

行 を 許され、 一 七 〇 三年 ゼ ノア を 出帆。 シドチ は 三十 

五 歳であった。 



一行 は その 地に 於け る 使命 を 果して、 翌年 七月 二十 

一日 on 宋へ 向けて 出帆。 九月 マニラに 上陸した。 

トゥルノン 総 司教の 一 行 はこ、 で 新たな 便船 を 得て 

北京へ 向って 出発した が、 シドチ は ひとり 別れて マ 二 

ラ にと > まり、 さて 愈 日本 潜入の 機会 をう か y ふこ 

と、 なった。 

そのころ マニラに は 三千 余人の 日本人が 住んで ゐ た。 

彼等 は ひとつの 部落 をつ くり、 本国の 俗 を その ま、 伝 

へて 士族 は 双 刀 を 腰に さし、 其 他の 者 も 一 刀 を 帯びな 

いとい ふ 者がなかった。 その かみ 追放 を 受けた 切支丹 

の 子孫 もゐ たが、 三年 前 漂流して マニラへ 着いた とい 



一七 〇 八 年 八月 二十 三日、 聖 三位 号に 乗 込み、 マ 二 

ラ 出帆。 

途中 三回の 暴風に あ ひ、 難航 をつ、 V けて、 夢寐に も 

忘れ かねた 日本の 島影 を 初め て 認める ことが 出来た の 

は 十月 三日の ことであった。 種ケ 島であった らうと 云 

はれて ゐる。 



その 二 上陸 

十月 十日 聖 三位 号 は 屋久島 海上に さし かゝ つた。 



つて 水が 欲しいなら 長 崎へ 往 けと いふ 返事で あつたと 

言 ふ。 

それにして は 顔色の 変り やうが 仰山で あるし、 恐怖 

の 色が た y 事で ない。 何 か 切支丹に 関する こと を 口走 

るか 聞かされ るかした ので は あるまい かとい ふ 不安 も 

あり、 シドチ は 諦め かね、 更に ボ— トを 近づけさせて 

自分で 話しかけて みたが、 彼の 習った 日本語で は 話が 

全く 通じない。 

ただ 彼等の 様子から、 深く 怪しみ、 一 途に 怖れて ゐ 

る ことのみ が 分った から、 今 は 諦めて 空しく 本船へ 漕 

ぎ 戻る ほかに 仕方がなかった。 



シドチ は マニラで 日本の 武士の 服装 を 一 揃 もとめて 

来たが、 これと て 確た るより どころ が 有る わけで はな 

い。 昔の 記録に よると、 この 変装で 潜入す るの が先づ 

定石で、 マストリリ もさう であった が、 そこで シドチ 

も 腰に 大小 を さしこみ (日本の 記録に よると 大刀ば か 

リの 様子 だが) さかやき を 剃り、 髭 を 落し、 日本風に 

結髪した。 

荷物 は 袋の 中へ ひとまとめに 詰め こんで、 先づ マス 

トリ リ から 伝 はった とい ふ クルス 一個、 悲しみの 聖母 

の 額 一面、 メ ダイ ュ 四十 二、 聖油の 小箱 や 香具 その他 

聖祭 用の 器具 一式、 ディ シビ リナ、 法衣 二 枚、 書籍 十 



現れ、 小舟 を 下して 十 名ば かりの 異様の 者が 乗 込み、 

近づいて 来て、 水 を もとめた。 巿兵衛 はじめ 漁師 一同 

ひたすら 拒絶して 一途に 陸地 を さして 漕ぎ 戻った。 宝 

永 五 年 八月 二十 八日 (一七 〇 八 年 十月 十日) のこと で 

あった。 

同じ 日の 夕方、 矢張り この 島の 尾 野 間と いふ 村の 沖 

を、 沢山の 帆 を はった 大きな 船が 一隻の 小舟 を ひいて 

東 を さして 走る の を 認め、 村人が 怪しんで 浜へ 出て 見 

まもるう ちに、 日が 暮れて、 行方 は 分ら なくなつ てし 

まった。 

その 翌日の ことであった。 



し 怪しんで 近づかずに ゐ ると、 男 はふと 気がついた 様 

子で、 腰の 刀 を 鞘ぐ るみ 抜きと つて 差し だした。 そこ 

で 藤 兵衛も 近づいて 行く と、 四角 板の 形 をした 黄金 一 

枚 とりだして 与へ ようとした。 

昨日 見た とい ふ 船の 者で は あるまい かと ふと 藤兵衛 

は 気付いた から、 刀 も 黄金 も 受取ら うとせ ず、 一 目 散 

に 逃げ だして、 先づ 磯へ でゝ 海上 浜辺 を 見廻した が、 

それらし い 敵影 は 見えず、 又 ほかに 人の ゐる 気配 もな 

ヽ o 

レ 

村へ 戻って 近隣に 人 を 走らせ、 これ を 告げた。 

平 田 村の 五次 右衛門、 喜兵衛 とい ふ 二人の 者が これ 



されて 現れた。 書籍の 一 冊はヒ イタ • サン トル ム とい 

ふ 天草 学 林 刊行の 羅甸 語と 日本語の 対訳 本で、 他の 一 

冊 は 日本語の 辞典であった。 

取調べ は 一時間 半つ V いたが、 結局 口 ー マ カトリ ッ 

ク教 司祭 ョ ワン • バッティスタ • シロ— テと いふ 氏名 

なまり 

が 分った 程度であった。 氏名の 訛 は 白 石 も 亦 同じ や 

うに 聞き違へ て、 結局 彼 は 日本の 記録に ョ ワン • バ ッ 

ティ スタ • シロ— テと いふ 氏名 を 伝へ る こと 、なつた- 

取調べが 終っての ち、 和 蘭人の 書込み を 合せて みても 

殆んど 要領 を 得ず、 イタ リャ、 パレルモ、 口 ー マ、 フ 

ランス、 力 ナリヤ、 天主、 父、 子、 聖霊な ど、 いふ 単 



語が ポッ /\ 通じた にす ぎなかった。 

この 審問に シロ— テは 甚だしく 和 蘭人 を 憎み 嫌 ふ 様 

子が 現れて、 オランダと いふ 言葉が でるたび に 必ず 頭 

を ふり 「たぶらかし/ \」 と 日本語で 叫んだ。 

かう いふ 風で は 和 蘭人に 訊ねさせても 却って 沈黙 さ 

せる 怖れが あると いふので、 第二 回目の 審問に は 障子 

を距 て、 和 蘭人 を 隠して おいて シロ ー テの 答弁 をき、 

とらせる ことにし たが、 之 又 皆目 分らない。 

シロ ー テが 袋に つめて 携へ てきた 品々 も 皆目 用途が 

分らなくて、 本人に たゾ して みても 「れ す. さくれ」 

と 答へ るぐ らゐで 異体が 知れない。 昔の 長 崎 奉行所な 



その 三 江戸 

この 報告が 江戸へ 来て、 新 井 白 石が 初めて 之 を 耳に 

したの は 宝 永 五 年 十二月 六日の ことであった。 

この 日 西 邸へ 伺候して 家宣 (この 時 はま だ 将軍で は 

なかった) に 拝謁す ると、 その 年 八月 一人の 蕃夷が 大 

隅 海上の 島へ ついた とい ふ 長 崎からの 報告が 話題に 上 

つて、 口 — マ、 口 クソン、 ナン バン、 カスティ ラ、 キ 

リシ タンと いふ 言葉な どが 聞き とれた が、 口 — マ はと 

にかくと して、 口 クソン、 カスティ ラ など は甲必 丹に 

も 意味が 分らなかった とい ふ 話な ので ある。 口 クソン 



たの は 今から 百年 近く 前の 話で、 今回 やって来た 蕃夷 

がその やうな 人達の 子孫から 日本語 を 習得して 来たと 

すれば、 現在 我々 の 用 ひて ゐる 言葉と は 余程 違って ゐ 

るに 相違ない。 だから さう いふ 心得で、 方言 だの 昔の 

言葉 だ の 考慮に 入れ て 訊きた 、v して 行けば、 日本語で 

取調べ て 必ず 通じる 害で ある。 と 言 ふので あった。 

家宣も 一 理 ある 言葉で あると 頷いた。 

宝 永 六 年 正月 十日 綱吉 永眠。 家宣が あと を 継いだ。 

その 年の 十一月 九日、 家 宣は白 石 を 召し寄せて、 大 

隅の 国へ つ いた 西洋人が 近々 江戸へ 送られて くる 害で 



あるから その 来由 を 訊問せ よと 命じ、 長 崎 奉行の 注進 

状の 写し を 与へ た。 白 石の 自信 たっぷりの 断言 を家宣 

は 忘れて ゐ なかった。 

長 崎 奉行が なまじ 和 蘭 語な どで 訊問した からこん が 

ら かってし まった ので、 日本語で きけば 必ず 通じる。 

白 石 はあくまで 之 を 信じて ゐ たが、 地名 だの 宗門の こ 

とに 関して は 日本語に なり 得ない 特殊の 言葉が ある 害 

で、 この 予備知識がない ことに は 取調べに 困難で ある 

と 思った から、 切支丹の 用語の 飜 訳した もの を 借して 

いた y きたいと 願 ひで た。 そこで 宗門 奉行が 蔵 を 探し 

て 切支丹の こと を 説いた 三 冊の 本 を 届けて くれた。 こ 



検分し、 つ ^ いて 通詞の 人々 を 呼び寄せて、 その 心得 

を 言 ひき かせた。 つまり 切支丹 法禁 以来 その 宗門の 言 

葉 を 口にした、 V けで 処刑され る 程で あるし、 まして 禁 

令 以来 百年 近い 歳月が 流れて 切支丹の 教義に 通じた 者 

も 言葉に 通じた 者 も 全く ゐ ない。 そのうへ 通詞 といつ 

て も 和 蘭 語 だ けの ことで 伊太利 亜の 言葉が 分らない の 

は 是非 もない が、 然し 万国 地図 を 調べて みると、 伊太 

ョ— ロッパ 

利 亜と 和 蘭 は 同じ 欧羅巴の 地続きで あるし、 長 崎と 陸 

奥 ほど 遠く は 離れて ゐ ない。 だから 和 蘭 語 を 元にして 

推察 すれば 伊太利 亜 語の 七 八に 通じる ことが 出来ない 

とも 限らない。 公の ことに 関して は 推量で 答へ る こと 



えて ゐる やうに 見え、 番卒 は 左右の 腋 にもぐ りこむ ぐ 

らゐ であった。 庭に 榻を すゑ、 これに 彼 を かけさせた。 

シロ ー テは 木綿の 白い 肌着に 茶褐色の 袖 細の 綿 入 を 

着て ゐた。 これ は薩 摩の 国守が 与へ たもので あった。 

すでに 厳寒の候で あるから、 これ だけで は 寒さ を 防ぐ 

に 足りない。 

そこで 審問に 先立って、 宗門 奉行が 着物 を 取り寄せ 

て 与へ た。 が、 切支丹 は 異教徒の 施 与 を 受けて はなら 

ない 定めで ある からと言って 拒絶し、 毎日 食物 をい 

た 、v くだけで も 大きな 国恩 を 受け てゐる のに 更に 衣服 

をいた、 V いて は 宗門の 淀に そむく こと 甚だしい し、 こ 



の 衣服で も 寒気 を 防ぐ に 充分 だから、 心 を わずら はし 

て くれるな と 言った。 

この 問答が 終って から 愈 白 石の 審問に はいった。 

白 石 は先づ 懐中から 持参の 万国 地図 を 取り だした。 

この 審問の 眼目 は 言 ふまで もな く 如何なる 目的が あ 

つて 潜入した かとい ふこと であるが、 欧羅巴の 国情 歴 

史 風俗、 さう いふ もの を 充分に 弁へ てゐ なければ 彼の 

来由 を 訊き た、 V し て も 本意 を つかむ ことが 不可能 で あ 

らう。 白 石 はさう 考 へて 来由の 詮議 は 後 ま はしに して、 

先づ その 前 何回で も 審問 を 開いて、 欧羅巴の 事情 を 得 

心 ゆく まで 問 ひた、 V し、 その あとで 切支丹の 問題に ふ 



めて ゐられ る 士分の 方々 を 始め 番卒 御 一 統 日夜 を 分た 

ず 守りに ついていた y いて、 自分と して は 見る に 忍び 

ない 思 ひで ある。 それと いふの も 自分が 逃げて はとの 

御 懸念から であらう が、 自分の 生涯の 念願と いへば、 

どの やうに もして 日本の 国へ 行きつ いて 教を ひろめた 

いとい ふこの 事の みで、 万里の 風波 をし のぎ、 六 年の 

歳月 を 費して やう やく 一 念 を 貫き、 かう して 今や 江戸 

へ 着く ことが 出来た ので ある。 逃げるな ど、 は 思 ひも 

寄らない ことで あるし、 よしんば 逃げて みたところで 

一 見して それと 分る 異国の 者が 一 日 も 無事 隠れお はせ 

る もので はない。 とはいへ 上の 命令に よって 御守り 下 



さる 上 は 務め を 怠る わけに は 行かない であらう が、 昼 

の 守り はとに かくと して、 夜間 は 手枷 足枷 をつ け牢に 

つないで いた、 V いて、 せめて 人々 を 安眠 させて いたく 

くやう に 御 取 計 ひ を 願 ひた い。 

この 言葉 をき いて、 一 一人の 奉行 を はじめ 一 座の 人々 

一 様に 哀れと 思った 様子であった。 

白 石 はこれ を 見て、 この 者 は 見かけに よらぬ 偽り者 

ぢゃ、 と 言った。 

婦女子 風の 感覚 を 嫌 ひ、 誠実の 押売り を 厭 ふ 日本式 

の 儒教 論理 は 過去の 外人 神父 達が いづれ も 応接に 一 苦 

労した 難物で、 これに 就いては、 多くの 報告が もたら 



シロ ー テ はこれ をき いて 成程と 思 ふ 様子で あつたが、 

や、 あって のち、 まことに 私の あやまりで ございまし 

た。 いかにも 衣服 をいた、 V きまして 御 奉行の 御 心 を 安 

ん じたいと 存じます、 と 言った。 

好人物の 御 奉行 はすつ かり 喜んでし まって、 よく ぞ 

仰 有って 下す つたと 大いに 白 石 を 賞讃、 感謝した と あ 

る。 

や、 あっての ち、 重ねて シロ ー テは通 詞に向 ひ、 同 

じ やうな ことで はあり ますが、 絹 類で は 私の 心が 安ら 

かで はあり ませぬ ので、 木綿の 衣服 を 給 はる やうに お 

願 ひ 致します、 とつけ く はへ た。 



たが、 之に 応じた シロ ー テが又 その 知識に 於て その 誠 

実 真摯な 信仰に 於て 遜る 所の ない 人物であった。 

あるとき 白 石が ヲヽ ランデ ヤノ ー ヮ (ォ ー スト ラリ 

ャ) は 日本から どのぐ らゐ 離れて ゐ るかと 尋ねた とこ 

ろ、 その 時まで は 問へば 飽くまで 熱心に 答へ て ゐたシ 

口 ー テが、 どうい ふわけ だか 口 を 噤んで 答へ ない。 

重ねて 問 ひた V したと ころ、 シロ ー テは 通詞の 者に 

向って、 切支丹 宗門の 戒めで は 人 を 殺す より 悪事 はな 

いと 言 はれて ゐる。 それで あるのに 人に 教 へて よその 

国 をう か V はせ る やうな ことが どうして 出来 ま せう や、 

と 答へ た。 



又、 自分が 教皇の 命 を 受けて 日本 潜入の 決意 を かた 

めた とき、 同時に 三つの 志 を 立てた。 その 一 つ は 望み 

請 ふところ を 許されて 再び 日本に 切支丹が 行 はれる や 

うになる なら 元より これに まさる 喜び はない。 二つに 

は、 望み 請 ふところが 許されず 日本の 国法に よって 処 

刑され る 場合 は、 もとより 宗門の ため 又師 のた め 自分 

の 骨肉 形骸の 如き はどうな らうと 構 ひ はしない が、 唯、 

国 をう か > ふ 間諜の やうに 沙汰され るなら、 之 以上の 

遺恨 はない。 三つに は、 師命を 達し 得ず、 万里の 行 を 

むなしく して、 生きて 本国へ 還され る ほどの 恥辱 はな 

いとい ふ、 以上 三つの ことで あつたと 白 石に 言った。 



かう して 彼 は 折に ふれ、 機 を 見る たびに、 切支丹 は 

国 を 奪 ふ 手段で ない とい ふこと を 信じさせようと 努力 

した。 彼 とても 亦、 禁令の 根本 理由が そこに あると 思 

ひこんで ゐ たからであった。 

たま/^ ヲヽ ランデ ヤノ — ヮの ことに 行き 当り、 

ヲ 、 ランデ ヤノ— ヮと いふから に は 第 一 仇敵 和 蘭が 侵 

略した 土地で あり、 それ を 更に 白 石の 侵略に 引っかけ 

て 逆効果 を ねら ひ、 切支丹 は 決して 他国 を 侵略し ない 

と 言 ふこと を 暗に 呑み こませよ うとした さう いふ 

風に 考 へて、 必ずしも 不自然で はない と 思 ふ。 

ところが シロ ー テ のこの 術策 はてんで 白 石に 通じな 



かじめ 心得て ゐ たのであった。 

不思議な 因縁で —— まさに 然リ。 彼 は 審問の 始まる 

前に、 切支丹の 特殊な 用語の 飜 訳が 知りたい と 思 ひ、 

宗門 奉行から 三 冊の 本 を 貸して もらった。 これ は 背教 

者 岡 本 三 右衛門 (彼 はシ 口— テ とその 国籍 を 同じく し 

のみならず、 ふるさと も 亦 同じ シシ リャ であった) が 

背教 後書き 残した もので、 切支丹の 教義 要略と もい ふ 

べき もので あつたが、 彼が この 一書の 中で 最も 力説し 

てゐる こと はと 言へば、 切支丹 は 国 を 奪 ふ 手段に あら 

ずと いふ 一事であった。 人の 悲しい 弱さに よって 力つ 

き 背教した とはいへ、 彼 も 亦 その 志の 一 分 だけ は、 神 



とい ふの は、 シロ ー テが 日本 潜入に 当って 持参して 

来た 十六 冊の 書物の 中には、 タイ カフ サメ (西洋で は 

秀吉を かう いふ 風に 訛って よぶ) の 事蹟 を 書いた 書物 

もあった とい ふこと で、 タイ カフ サメは 切支丹 国禁の 

張本人に なって をり (シ 口— テは 決して 家康 のこと を 

みん 

言 はない) 明ば かりで なく マニラ 遠征 を 企て ゝゐた I 

I 企ても しなかった が、 マニラの 方で は 企て、 ゐ ると 

思 つて ゐた —— 典型的な 侵略 家であった。 

さう いふ わけで シロ— テは タイ カフ サメの 侵略 精神 

に 充分の 概念 を 持って をり、 白 石の 探究 精神に よって 

根掘り葉掘り 国々 の 事情 を 問 ひ つめられて は、 多少 白 



シロ ー テは 折に ふれ 機 を 見て は 頻りに 宗門の 話に ふ 

れ ようと 焦った が、 白 石 は 未だ その 時機で はない と 心 

にかたく きめて ゐて、 むしろ シロ ー テの 焦躁 を あざけ 

り 楽しむ ぐら ゐ 冷酷な、 一抹の 底意地悪 さ をた、 へな 

がら、 シロ— テが 宗門の こと を 言 ひだす たびに 素 知ら 

ぬ 風 をして、 全く それに 取り あはなかった。 さう して 

自分の 訊きたい こと だけ は 執拗に 訊きつ y けた。 



その 四 イノ チの日 



翌日 白 石 は 本丸へ 伺候して、 すでに 審問 三回に 及び、 

欧羅巴の 地理 歴史 文化 風俗 国情 等 一 通り は 訊きた、 V し、 

又シ 口— テの 言葉 を 聞き違へ ると いふ 恐れが なくな つ 

たから、 この 上 は 愈 彼の 来由 を 糾問したい 意向で あ 

ると 言上。 前回の 審問 は 宗門の ことに はふれ ない ので 

奉行の 出席 を もとめなかった が、 次回 は 切支丹 宗門の 

ことに わたる 害で ある からと言って、 奉行の 出席 を 要 

請。 愈 来由 を 問 ふこと、 なった。 

十二月 四日、 シロ— テ がその 一生 を 賭けて 待ち かね 

た 最後の 審問が ひらかれた。 

この 日シロ ー テを 呼出し、 例の 如く 各 座に ついての 



ち、 愈 来由 を 問 ふむ ね 白 石が 申 渡した とき、 シロ— テ 

は 喜悦 に堪 へざる 有様で、 日本 布教の 師命を 受けて こ 

のかた 六 年、 万里の 風波 をし のいで 日本の 土 を 踏む こ 

とがで き、 遂に 国 都 江戸に 到着す る こと も 出来た が、 

折し も 今日は 本国で は 新年の 初の 日に 当り (正月 三日 

に 当って ゐた) 人々 がお 祝 ひして ゐる 時であって、 こ 

の 日に 当ってい のちの 念願が 達せられ、 切支丹 宗門の 

ことに 就いて 言上す る ことが 出来 やうと は、 これに ま 

さる 幸せが ありませ うやと 言って、 かくて 彼 は その 一 

生の 熱血 を この 一日に 傾けて、 キリシ トの教 を 説いた。 

とはいへ、 この 糾問の 座に 於て、 如何に 声を大 にし 



て キリシ トの教 を 説いて みても、 国禁 を 解きうる 見込 

みはす でに 微塵 もなかつ たので ある。 白 石に は 冷然た 

る 批判の 眼が あるの みで あるし、 のみならず、 彼の 立 

場 は 布 教師に あらず、 とら はれの 一 罪び とに すぎな か 

つた。 

今 はた y 説く のみであった であらう。 誰に 向って と 

いふ こと もない。 白 石が 相手で もなかった。 その 一生 

のい のちであった 念願に かけて、 た、 V 専らに 説き 明し、 

専らに 説き 尽 さねば やむべく もない 思 ひで あつたに 相 

違ない。 

シロ ー テは白 石に 向って、 本国 を 出る 時から 生きて 



第一 に、 彼 を 本国へ 返さる、 は 上策。 第二に、 彼を囚 

人と して 助けお かる、 は 中 策。 第三に、 彼を誅 せら 

る、 こと は 下策、 とい ふ 三 策 を 立て、 第一 策に よって 

助け 返さる 、 こと を 至上と すると 進言した。 

之に 対して 家 宣は中 策 を 採用し、 囚人と して 切支丹 

屋敷に 住 はしむ べしと 命令。 一 国の 使臣と して その 宋 

門の 無実 を 告訴へ る 為に 来た 者なら ば その 国 信と いふ 

べき もの を携 へて くる 害であって、 日本人に 変装して 

潜入した の は、 たと へ 彼の 言葉が 真実で あるに しても 

尚 疑る のが 至当で あり、 即ち 中 策 をと り、 その 生涯 囚 

人と して 幽閉せ しめる ものであると いふ 言葉であった _ 



寿 庵の 死後 も、 その かみ 切支丹であった 者に 仕へ て 

ゐ たとい ふ 理由に よって、 長 助 夫婦 は 切支丹 屋敷 内 か 

ら 一 足 出る こと も 許されず、 一 軒の 家 を もらって 住ん 

でゐ たが、 シロ— テが 幽閉され るに 及んで、 改めて そ 

の 奴婢と して 身辺に 仕へ る こと、 なった。 長 助 は その 

とき 丁度 五十 歳であった。 

シロ ー テが 幽閉され て 五 年の 歳月が 流れ、 一七 一四 

年 冬の 一 日、 長 助 夫婦 は 突然 自首して、 自分 等 は 禁令 

の 切支丹 を 奉じる 者で あるから、 国法に 従って どの や 

うにで も 裁いて いた y きたいと 申出た。 

その 告白に よれば、 彼等 は 先に 仕へ た 黒 川 寿 庵に 



屢々 改宗 をす ゝ めら れ たが、 国法に 背く こと を 怖れて 

当時 は 教に従 ふこと がなかった。 然るに 寿 庵の 死後 年 

月が 流れて、 シロ— テが 幽閉 せられる こと、 なり、 そ 

の 身辺に 仕へ る こと、 なった が この 人が その 一 身 を か 

ヘリみ ず 万里の 風波 をし のいで 日本に 潜入、 とら はれ 

の 姿 を 見る につけ、 いくばく もない 余命 を 惜しんで 地 

獄に 堕ちる 怖し さ を ひし/ \ と 感じる やうに なり、 遂 

にシロ ー テに 願って 洗礼 を 受け 切支丹と なった もので 

隠して ゐ るの は 国恩に 背く 罪と 信じ、 死 を か ヘリみ ず 

自首して 出た ものであるから、 国の 法に 従って どの や 

うな 刑罰に でも 処 して くれ、 と 言 ふので あった。 即ち 



教法の ためと 国恩の ため、 一 命 を 投げす て、 殉教の 覚 

悟 を かためて 自首した ものであった。 

絶 東の 国へ 大志 を 立て ゝ 潜入、 その 情熱の すべての 

もの を 傾けつ くして 告げ 訴 へて 尚 かつ その 志 を 達する 

ことの 出来なかった シロ ー テ だった が、 幽閉 五 年、 け 

なげな 信徒 を 得た のであった。 

役人 は 直ちに 彼等 を 引離して 別々 に 監禁し、 シロ— 

テは 禁令 の 宗門 を さ づけた 罪に よって 改めて 牢 内に 禁 

獄 せられる こと、 なった が、 こ、 に 至って その 真情 や 

ぶ れ 露れ て (白 石 の 言葉) 大音を あげ ての、 しり 呼ば、 

り、 長 助 夫婦の 名 をよ びつ y け、 たと へ 死す とも その 



教を棄 てること があって はならぬ と 日夜 を 分かたず 叫 

びつ y けて ゐ たとい ふ。 

長 助 は 一 七 一 五 年 十 一 月 十三 日 牢死。 それから 丁度 

一 一週間 目の 二十 七日 夜半に 至って シロ ー テ も亦牢 内で 

死んだ。 多分 ゼジュ ン 断食であった であらう と 言 はれ 

てゐ る。 そのと き 四十 七 歳であった。 はるの 最後 は 伝 

はらない。 

シロ ー テの 墓の 上に は 稷が植 ゑら れ、 ョ ワン 稷 とよ 

ばれて ゐ たとい ふこと だが、 今 はすで に跡片 もない。 
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